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ガイダンス内容

•海外インターンシップ
–意義、目的と内容、位置づけ
–単位取得のためには
–スケジュール

•海外インターンシップ応募について
–海外インターンシップ応募と選考について
–研究科からの費用補助について
–応募書類の記載事項
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海外インターンシップの目的と内容

• 目的

– 海外の大学・研究機関に赴き、情報科学分野、または他分野との融合科
学分野において、本研究科との共同研究を経験することで、グローバル
な視点で国際協調連携型プロジェクトを、強いイニシアティブで先導する
手法・能力を体得する。

• 内容

– 情報科学分野または他分野との融合科学分野で国際的な実績を有する
大学・研究機関へ渡航し、渡航先の研究開発グループと連携し、本研究
科と相手先であらかじめ設定する当該分野における共同研究開発・調査
課題に従事する。与えられた課題を達成すると共に国際協調連携型プロ
ジェクトを強いイニシアティブで先導する手法・能力を体得する。帰国後、
研究科が開催する最終報告会においてその成果・達成事項について報
告する。
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海外インターンシップ科目

• 科目は４科目

– 科目名一般形：海外インターンシップ{MD}{SL}
–例：海外インターンシップM(S)

• 開講時期は２種類

– 4月開始（通年科目）

– 10月開始（年度跨り科目）

– （国内）インターンシップとは科目区分が異なること
に注意 4

記号 意味

S 4週間

L 8週間以上

記号 意味

M 前期課程

D 後期課程

４単位

８単位
×



海外インターンシップの種別と位置づけ

• M(S) D(S)
– 4 weeks(+)程度の短期型インターンシッププログラム

• M(L) D(L) 
– 8 weeks(+)程度の長期型インターンシッププログラム

Advanced 

Introductory

M (S)

M (L)

D (S)

D (L)

M
asters

students
Doctoral students

近年のグローバル時代において十分に通用する情報技術者
としての国際的視野・バランス感覚を体得する。 

情報科学分野の研究者としてのグローバルな視点で
           国際協調連携型プロジェクトを推進する手法・能力を体得する。 

グローバルな視点で国際協調連携型プロジェクトを
強いイニシアティブで先導する手法・能力を体得する。 

情報技術者としての基礎語学力だけでなく
国際的視野・バランス感覚を養う。 
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単位取得のための手順（概要）

KOANでの申請
（履修届）

海外インターンシップ
応募書類の提出・選考・合格

出発前ガイダンス
（承認された学生を対象とする）

出発準備
（安全対策、ビザ手配 等）

海外研究機関・大学 滞在

成果報告会での発表
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海外インターンシップスケジュール
- 応  募 -

4/3: ガイダンス（CLEで掲示）
– 海外インターンシップの説明
– 海外インターンシッププログラム応募方法
– その他

9/30応募締切（ただし、渡航予定日の２カ月前に必ず提出すること）

審査会（国際交流タスクフォース）
– 候補者の選定
– 費用補助上限額の決定
– その他

候補者の発表
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海外インターンシップスケジュール例

出発前ガイダンス（渡航１カ月前までに実施）
– 危機管理、安全対策面の確認
– VISA取得手続きについて
– 誓約書の提出
– 海外旅行保険

帰国後
– 成果報告会等については後日調整

– 帰国時期が学生により大幅に異なる場合は、個別に報告会を開催

– 帰国後、速やかに大学院係に帰国報告と報告書を提出
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9

過去の海外インターンシップ体験記
海外インターンシップに関する研究科のウェブページ
https://www.ist.osaka-u.ac.jp/japanese/students/lecture/international.php



応募様式，応募要領
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海外インターンシップ応募について

[応募資格]
• 大阪大学 大学院情報科学研究科 学生

–前期課程：研究科の費用補助
–後期課程：研究科の費用補助

国費留学生は申請前にご相談ください
リーディングプログラム履修生はリーディングプログ
ラムのインターンシップに参加
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海外インターンシップ応募について (1)
• Webpage*に，応募様式，応募要領を掲載
• 以降のスライドで、応募方法の概要を記載しているの
で熟読すること

• 詳細は、応募要領で確認すること
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海外インターンシップ応募について (2)
[応募方法]

– 申請書（様式）をWebpage*からダウンロードして片
面印刷する
•費用補助を希望する学生は様式A
•希望しない場合は様式B

– 記入して、指導教員の押印をいただく
• TOEICまたはTOEFLの成績表のコピーを添付すること

– 大学院係に以下を提出
–原本
–コピー（指定された部数分）
–申請書のPDF (メールで提出)

13



海外インターンシップ応募について (3)
[選考方法]

– 提出された応募資料の内容をもとに選考する。面接
を実施し選考の材料とする場合もある。
•準備状況、期待される効果は選考に際して重要視される

[派遣人員]
– 短期M(S)：  数名程度
– 長期M(L)： 数名程度
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応募フローチャート

補助を希望しない場合 候
補
者
の
選
考

費用補助を希望する場合

費
用
補
助
申
請
の
選
考

 私費，または，情報科
学研究科以外の費用補助
を予定する者

 情報科学研究科での
予算補助を予定する者

選
考
後
ガ
イ
ダ
ン
ス

出
発
前
最
終
チ
ェ
ッ
ク

応募書類に基づき
費用補助対象者を選考

出発までの準備、
安全対策についての
説明会を開催

準備状況、適正、
単位認定可否等の
基準から候補者を選考

安全対策、準備等に
ついての最終確認

様式Aでの申請

様式Bでの申請
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研究科からの費用補助について

[補助金額と補助対象経費]
– 国立大学法人大阪大学旅費規則に基づく算定額を
上限として、補助金額を決定する

– 補助対象となる経費

•往復航空運賃

•日本国内における空港までの往復旅費

•現地宿泊費、交通費

– 渡航先機関の寮などを利用できる場合は、実状にあわせて支給
することがある

– この制度を利用する場合、私費での滞在延長は、
原則として認められない
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応募書類の記載事項について (1)

[渡航費等概算額]
• 渡航費、滞在費等、概算できる範囲で記載すること

[準備状況]
• 派遣に関する準備状況を記述すること

– 希望する派遣先との連絡状況（コンタクトとなる人は誰か？共
同研究を進めているか？）

– 利用する宿舎、ビザ手続き、等の手続きについて目処がある
か否か？

– 本研究科以外の費用補助プログラム申請・受給状況について
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応募書類の記載事項について (2)

[期待される効果]
• 申請者が海外インターンシッププログラムに参加する
ことによって、どのような効果が申請者自身、情報科学
研究科にもたらされると期待されるかについて記述す
ること

[国際融合科学論、先端融合科学論]
• 受講状況について記述すること
• 受講を強く推奨する

[指導教員所見]
• 申請者の指導教員に、申請者を推薦する所見を記載
していただくこと 18



今回の応募に間に合わない場合

[費用補助を希望しない場合]
• 随時受付

– ただし渡航1ヶ月前までに申請書を提出すること

• （研究科ではなく）大学を通じて各種の奨学金に応募
可能
– https://www.osaka-

u.ac.jp/ja/international/outbound/scholarship

[追加応募（費用補助を希望する場合）]
• 実施する場合がある
• 研究科Webなどを通じて通知
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具体的な計画がない場合について

[渡航先機関]
• 渡航予定の海外の大学・研究機関について具体的に
記入すること

[渡航予定期間]
• 渡航予定期間に関して記入すること。

– 原則としてM(S)、D(S)は30日、M(L)、D(L)は60日程度以上
とすること。Lは3カ月以上推奨

– 特別の事情がある場合はこれを短縮・延長することができる
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